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　本学は年市川市国府台町での創設、現在の中国分には年に校舎
移転を果たし半世紀にわたって過ごして参りました。当時から使われて
きた校舎も時代の流れと共に老朽化するだけでなく、教育の場という環
境を保つことも難しくなり、新たな教室やコミュニティースペースの創
出を図るため、全面建て替えを決意しました。

　本学の理念は、周囲の情勢におもねることなく常に中道を歩み、将来
社会の要請に応えうる人材を輩出することにあります。互いに鍛え培い
合う若人の意気と友情の象徴として掲げる柏葉のように、おおらかな心
としなやかな体を、この度完成いたしました新校舎が育てていくものと
確信しております。
　この事業実現にあたって、地域近隣の市民の皆さまに多大な理解を賜
り、設計・施工に取り組まれた鹿島建設殿には長い期間安全第一を留意
した工事のご苦労をおかけしました。この場をお借りし、キャンパス完
成のご報告と共に、御礼申し上げます。

■工　事　名　称：千葉商科大学付属高等学校新校舎整備工事
■発　注　者：学校法人千葉学園
■設計・監理：KAJIMA DESIGN
■施　　　工：鹿島建設株式会社東京建築支店
■建　設　地：千葉県市川市中国分２丁目番１号
■敷　地　面　積：，．㎡
■構造・規模：ＲＣ造地下１階地上３階
■工　　　期：（Ⅰ～Ⅴ期）年７月～年５月
■延　床　面　積：，．㎡（新校舎部分，．㎡）
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　創立周年の校舎建替えとして、コンセプトに
「未来・地域・生徒同士が〝つながる〟」を掲げ
る次世代型省エネルギー校舎を計画した。
　新校舎部分は延べ床面積約１万㎡、地下１階地
上３階建てＲＣ造。校舎中心に大きな吹き抜けと
大階段を配置し、その吹き抜けを囲うように教室
やメディアセンター、特別教室を配置。共用部に
ゆとりを持たせ、生徒たちが教室以外のさまざま
な場所で集えるように工夫した。
　その一つがメディアセンターである。この校舎
では図書室と共用部との間に物理的な境界を設け
ずオープンなラーニングコモンズを実現（閉所時
は横引シャッターにて施錠）。吹き抜け側にはイ
スとテーブルと低い本棚を配置し、奥に行くにつ
れて段階的に書架が高くなり一番奥は眺めの良い
静かな自習エリアとした。にぎやかで開かれた場
所、静かで閉じた場所、生徒それぞれが好みの場
所で読書や自習、友人との時間を楽しんでいる。
　教師がメディアセンターを利用するケースもあ
り、生徒は職員室へ行かなくても教師と接する機
会が増え、コミュニケーションの活性にも寄与し
た。職員室は教育現場ではまだ少ない学年ごとの
フリーアドレスレイアウトを採用。教室には従来
の黒板はなく、全ての教室にホワイトボード壁と
ＩＣＴ授業用大型モニターを備える。
　校舎には高性能EHP空調・調光LED照明・高
性能Low-Eペアガラスを採用し、高校校舎では
全国で初めてBELSで５スター☆＆ZEB-Readyを
取得し、省エネルギーを実現。外装には旧校舎の
外壁モチーフを再現し卒業生にも親しみを与える
仕掛けを施した。
　大階段の側面には在校生のデザインアイデアを
採用した学校の歴史を紹介する巨大な展示ウォー
ルを製作。吹抜け空間は上部ハイサイドライトか
ら外光が差し込む学校を象徴する場となった。

KAJIMA DESIGN　橘　佑季

　キャンパス整備はⅤ期・約４年間にわたって進められた長い工事だ。学校母
体である学校法人千葉学園が取得した敷地に第Ⅰ期分の校舎を新築し、その後
既存校舎の解体と新築を繰り返した。紙山周三所長はこのプロジェクトの提案
段階から関わっている。
　「本工事は、当社において設計作業からＢＩＭを活用する初期の事例でした。
この手法によって設計段階から意匠・構造・設備の一貫した詳細検討が実施さ
れ、施工図に移行することで現場での不具合をなくし、出来高・精度ともに高
レベルで施工に臨めました」
　課題が無かったわけではない。周辺は住宅市街地の密集、搬入路も工事期間
ごとに変える必要があり大型車に関してはその都度行政機関の許可を必要とし
た。なにより学校の運営が続く中での施工は、近隣への影響を極力抑えるとと
もに生徒や職員の安全を最優先に配慮しなくてはならない。主要な学校行事の
期間は作業も休止となる。

　「工期について影響が出たのは埋蔵文化財が出土し、想定外の調査によって
全体工程で夏休みや冬休みに予定されていた学校移転時期の変更を余儀なくさ
れたことです。千葉学園様のご理解、高校職員の皆さんのご協力によって、全
体工程と学内引越し時期の調整を図り、後工程に橋渡しできました」
　ＲＣ造の校舎として、柱、床の打設には高品質を確保する作業に取り組んだ。
紙山所長の考えは「打ち放しでも冷ややかな印象を与えない仕上げにしたい」
というものだった。同時にＲＣの柱に安心感を思わせる校舎内を、内装とあわ
せて作り込んでいる。
　「設計・施工・監理を当社にご下命いただいた現場です。東京建築支店、本
社建築設計本部（KAJIMA DESIGN）をあげて取り組む工事となりました。
社員のみならず職長、作業員に至るまで一丸となってもの作りの力を発揮でき
たと思います」
　紙山所長にとっても、「初の所長現場」となった。全員の思いが込められた
校舎からは学生のにぎやかな声が聞こえてくる。

校舎中央の吹き抜け大階段
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